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第 １ 章 西原村地域公共交通計画の概要 

 
 
 

本計画は、社会情勢の変化や住民意向、関係法令の改正内容を踏まえて策定します。 

 

 

 

西原村では、平成 28（2016）年の熊本地震により、村内の半数以上の家屋が全半壊の被害を受け、

２箇所の災害公営住宅の整備、震災復興のシンボルとなる西原村運動公園の整備、都市基盤施設の整

備など、着実に復興を進めてきました。また、熊本地震の影響により人口が減少しましたが、近年の人

口は熊本地震前まで回復し、令和６（2024）年 12 月には過去最高値に近づいています。 

村を取り巻く環境としては、近隣自治体である菊陽町に世界最大手の半導体メーカーが進出したこ

とから産業集積や地価高騰が進み、周辺地域で交通渋滞の悪化が見られています。 

村内の公共交通機関としては、タクシーや大津町及び益城町への移動を担う路線バスが運行してい

ますが、令和２（2020）年からの新型コロナウイルス感染症拡大による影響や、運転士における労働

時間等の改善のための基準の運用（2024 年問題）等に伴う公共交通事業者の運転士不足など、本村

の公共交通機関を取り巻く環境が大きく変化しています。 

  

 
 

西原村では、第６次西原村総合計画（令和６年２月）及び第２期西原村地域福祉計画・地域福祉活動

計画（令和５年３月）策定に係る住民意向調査において、交通の便が悪いことや公共交通機関が少ない

ことが不満の上位に挙がっています。 

 

 

 

国土交通省では、「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律等の一部を改正する法律（以下、

地域交通法と略す）」が令和５（2023）年に施行され、自治体・公共交通事業者・地域の多様な主体等

の「地域の関係者」の「連携と協働」が規定されました。また、地域公共交通の「リ・デザイン」（再構築）に

向けて制度の創設・拡充がされています。 

令和６（2024）年に設置された国土交通省「交通空白」解消本部では、「公共ライドシェア」や「日本

版ライドシェア」について、地域の足対策や観光の足対策として全国普及が進められているところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

住民意向 

１．計画策定の背景・目的 

社会情勢の変化 

 本村の地域特性や地域公共交通網の現状及び問題点、地域住民の生活行動・ニーズ等を把握す

るとともに、村政方針等との整合を図りながら地域公共交通のあり方やその実現のための施策・事

業などを検討し、将来的に持続可能な地域公共交通サービスの姿を示すことを目的として、「西原村

地域公共交通計画」を策定します。 

地域交通法の改正 
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第 １ 章 西原村地域公共交通計画の概要 

 
 
 

本計画の役割は、以下に示す５つのとおりです。 
 
➀ 地域公共交通の課題や方向性を示す 

〇村の公共交通の全体ビジョンや政策推進の観点を示すことができます。 

〇事業実施にあたっての住民・議会への説明、予算要求時の財政協議などに際し、法定の計画に事業

が位置づけられていることを根拠として示すことができます。 
 

② 公共交通機関同士の役割分担の明確化と連携強化 

〇地域公共交通計画の作成をきっかけに、地域全体の交通ネットワークの在り方について、鉄道・バ

ス・タクシー・その他地域の輸送資源を一体として検討し、地域公共交通全体の連携強化や効率性を

高めるための方針・目標・取組を関係者で議論することができます。 
 

③ 関係者間の連携と協働の強化 

〇法定協議会を設置し、協議・意見交換・合意のもとに計画作成を進めることにより、行政・交通事業

者・地域団体等のアクションプランを立てることができるとともに、新たな問題を解決するための方

針を話し合うことができます。 
 

④ まちづくり施策や観光施策との連携と協働の強化 

〇まちづくり施策や観光振興施策など関係する分野との連携や事業推進等に繋がります。 
 

⑤ 地域における公共交通施策の継続性 

〇計画に目標と取組に対するＰＤＣA サイクルが位置づけられていることで、定期的なチェックを行う

などモニタリング機能が働くことにより、突発的な利用者減少や路線廃止などを早期に察知し、対

応を検討することが可能となります。 
 

 
 

本計画の対象区域は西原村全域とします。なお、路線バスや快速バス（たかもり号）などの自治体間

を横断して移動する幹線交通、熊本空港（阿蘇くまもと空港）や JR 肥後大津駅などの交通結節点も含

めた広域的な視点における移動も考慮し、計画を策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３．計画の対象区域 

計画の対象区域 

２．計画の役割 
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本計画の計画期間は、令和７（2025）年から令和 11（2029）年の５年とします。 

  
R6 

(2024) 

R7 

(2025) 

R8 

(2026) 

R9 

(2027) 

R10 

(2028)

R11 

(2029)

R12 

(2030)

R13 

(2031)

R14 

(2032)

R15 

(2033)

第６次西原村

総合計画 

      
 

     

第３期まち・ 
ひと・しごと・

創生西原村 

総合戦略 

               

西原村地域 
公共交通計画

【本計画】 

               

 

 

 

 

本計画は、「西原村総合計画」を上位計画とし、「西原村人口ビジョン まち・ひと・しごと創生総合戦

略」、「西原村地域福祉計画・地域福祉活動計画」、「熊本県地域公共交通計画」等の関連計画と整合・連

携を図り、策定します。 

なお、本計画は「地域交通法」や「交通政策基本法」に基づいたものです。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上位・関連計画の位置づけ 

 

 

 
 

西原村総合計画 上位計画 

 

【 本計画 】 

西原村地域公共交通計画 

〇西原村人口ビジョン 

まち・ひと・しごと創生総合戦略

〇西原村地域福祉計画・地域福祉

活動計画 

〇熊本県地域公共交通計画 等 

 

関

連

計

画

  地域交通法 

   交通政策基本法 

 
法

令 

４．計画期間 

前期基本計画 後期基本計画 

  

  次期計画  

 次期計画に向けて 

見直しを検討 

５．計画の位置づけ 
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第 １ 章 西原村地域公共交通計画の概要 

 

 

 

 上位計画の「西原村総合計画」や関連計画の「西原村人口ビジョンまち・ひと・しごと創生総合戦略」、

「西原村地域福祉計画・地域福祉活動計画」、「熊本県地域公共交通計画」等の内容を踏まえ、本計画を

策定します。 

 

6-１． 第６次西原村総合計画（2024 年度～2033 年度） 

 

■ 基本理念 

地方自治体を取り巻く環境は刻一刻と変化を続けている中、このような変化に取り残されることな

く、自治体経営の在り方も柔軟な取組が求められています。常に変化を続けることは決して容易なこ

とではありません。しかし、地方自治の持続可能性を高め、先人が築き上げてきた歴史や風土を将来

に繋いでいくために、私たち自身が常に挑戦する意識を持ち、変化に柔軟に対応する必要があります。 

 また、私たちが住むこの西原村には、豊かな自然、阿蘇を望む美しい景観、安全で豊富な水資源等、

人工的には生み出すことができない貴重かつ何物にも代えがたい財産があります。こうした財産は、

これから先も私たちのふるさとの誇りとして積極

的に保全し続けていく責任があり、未来を担う世

代へと繋いでいかなければなりません。 

 これからの西原村の将来を展望するにあたり、第

６次西原村総合計画における『むらづくりの基本理

念』を右のとおり掲げています。 

 

 

■ 目指す将来像 

住民の声や想いに耳を傾け、村に暮らす人々の暮らしの豊かさを追求していくことがむらづくりの

原点です。 

そのためには、職員の資質の向上を図るとともに、地域をけん引するリーダーとなる人財を育成し、

多くの住民が主体的にむらづくりに参画できる機会を提供していくことが重要です。 

そして、多様な想いをもつ住民同士が、むらづくりの様々な場面において活躍できる社会を築いて

いかなければなりません。 

むらづくりの基本理念を踏まえ、西原村は、住民

自身がむらづくりの主人公となり、住民自身がふる

さとに誇りをもって、いつまでも住み続けたいと思

えるむら、熊本地震から復旧・復興を成し遂げ、更に

西原村の魅力を知ってもらうことで村外のひとに

住んでみたいと関心を持ってもらえるむらを目指し

て、10 年後のむらのありたい姿を、右のとおり『む

らの目指す将来像』として定めています。 

 
 

６．上位・関連計画の整理 
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■ 基本施策 ２-６ 道路・交通ネットワークの整備 

〇 現状と課題 

平成 22（2010）年度より、障がい者と 75 歳以上の住民を対象に「福祉タクシー料金助成事業」を

開始し、事業開始当初に比べて対象者が拡大しています。この事業は、民生委員を通じて、事業の利用

対象となる住民の把握と利用促進を図っており、併せて、ホームページ等を活用して事業の周知に努

めています。 

また、県の生活交通路線維持費補助金を活用し、路線バス 4 系統に係る赤字補填を行い、地域公共

交通の維持を図っています。しかしながら、県からの補助は段階的に減額されており、路線バスの乗車

率アップと併せて、新たな公共交通網整備の検討の機会や将来を見据えた整備の検討が必要となって

います。 

 

〇 主な取組 

 福祉タクシー事業の普及 

  ・福祉タクシー事業の利用基準を見直し、利用促進を図ります。 

 

 公共交通基盤の整備 

・路線バスの運行に係る補助を行いながら、路線運行を維持していきつつ、乗車率アップに取り組み

ます。 

・コミュニティバスや乗り合いタクシーなど、新たな公共交通基盤の整備を検討します。 

・今後の空港アクセス鉄道の整備状況を注視しながら、村内への駅設置を要望し、住民の利便性向

上に取り組みます。  

・これからの地域交通のあり方を検討するために、地域公共交通計画の策定を視野に入れた地域公

共交通会議の発足に向けて取り組みます。 

 

 

6-2. 西原村人口ビジョン 第３期まち・ひと・しごと創生西原村総合戦略（令和６年３月版） 

 

■ 地域ビジョン 

地域ビジョンは、人々が西原村に訪れ、居住先と

して選ばれ、住み続けたいと思われる地域として、

村の魅力が最大限に発揮されている姿を描いた

ものです。 

多様性を受け入れ、あらゆる価値観を満たし、

地域の魅力をより多くの人々に伝えていくことを

目指しています。 
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第 １ 章 西原村地域公共交通計画の概要 

 

■ 基本戦略４ 住みたい、住み続けたい西原村の実現 

  基本戦略４-１ 暮らしやすいむらづくり 

村民が暮らしやすく、住み続けられる環境づくりを進めるために、交通弱者や中高生の通学などの

交通手段を確保するととともに、公共交通基盤の整備について検討します。 

 

  施策 4-1-1 交通弱者への支援・公共交通基盤の充実 

高齢者及び障がい者（児）がタクシーに乗車した場合に、その乗車料金の一部助成を継続します。 

また、デジタル技術を活用したスマートモビリティの導入を含め、公共交通基盤の充実に向けた検討

を行います。 

 

6-３． 第２期 西原村地域福祉計画・地域福祉活動計画（令和５年３月） 

 

■ 基本方針 ２ 支え合いによる「地域の輪づくり」 

  目標３ 暮らしやすい環境整備 

 

➀ 村内の交通手段の確保 

 西原村では買い物や通院などの際の移動支援に関する住民からのニーズは高く、村では福祉タクシ

ー料金助成事業を行っています。福祉タクシーの利用促進を図るとともに、新たな移動手段について

検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西原村総合計画の基本理念である「新たな挑戦色あせない誇り明日へつながるみんなの西原村」

や将来像「ひとが育みひとと輝く誇りあるふるさと西原村」、西原村人口ビジョン 第３期まち・ひと・

しごと創生西原村総合戦略の地域ビジョンである「住みたいむら 住み続けたいむら 価値観が満

たされるむら にしはら」を踏まえ、地域公共交通のあり方や将来像等を検討する必要があります。 

また、路線バスに変わる新たな公共交通基盤の整備やデジタル技術を活用したスマートモビリテ

ィの導入等について、本計画で検討を進めていくことが重要です。 
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6-４． 熊本県地域公共交通計画（令和３年３月、令和６年６月一部改訂） 
 

■ 基本的な方針及び計画の目標 

「地域公共交通をとりまく現状

と課題」及び「新しいくまもと創造

に向けた基本方針」等の本県の上

位計画並びに関連計画等を踏ま

え、目指すべき将来像とそれに向

けた本計画の基本的な方針や計

画の目標を右のとおり定めていま

す。 

 

 

                                         

 

 
 

目標① ： 持続可能な幹線公共交通ネットワークの構築 

県の公共交通ネットワークの骨格となる幹線公共交通（鉄軌道・路線バス等）について、その役割を

明確に定義したうえで、交通事業者どうし、並びに交通事業者と自治体との協働により、将来にわたり、

その持続可能性を高め、ネットワークとしての維持を図る。 

また、２度の大きな災害の経験を踏まえ、災害時のネットワークの持続性についても向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的な方針及び計画の目標 

幹線交通ネットワーク図 
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目標② ： 輸送資源の総動員によるコミュニティ交通の充実 

輸送資源が縮小する中でも多様化する県民の移動ニーズに対応するため、既存の輸送資源の活用

や、複数市町村間の協働による広域コミュニティ交通の導入、新たな法制度やモビリティ技術の活用

等、あらゆる選択肢の中から地域の実情に応じて適切な施策を導入できるような指針を立案し、幹線

公共交通ネットワークを補完するコミュニティ交通の充実を図る。 

 

【コミュニティ交通の充実に向けた指針】 

計画の目標である「輸送資源の総動員によるコミュニティ交通の充実」に向けて、コミュニティ交通

施策の検討・実施主体である市町村が抱える課題・隘路等を踏まえ、施策の方向性を次のとおり定め

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

   コミュニティ交通の充実に向けた施策の方向性 

 熊本県地域公共交通計画では、目指すべき将来像を「「新たなくまもと」の創造に資する県内各地

域の実情に応じた公共交通網の構築」とし、計画の目標として「持続可能な幹線公共交通ネットワー

クの構築」、「輸送資源の総動員によるコミュ二ティ交通の充実」が定められています。 

 持続可能な幹線公共交通ネットワークの構築については、西原村役場周辺を中心とした拠点、快速

バスや路線バスのネットワークの維持・確保に関する方向性が示されています。 

このように、県が示す地域公共交通に関する将来像や方向性と整合・連携を図ることが重要です。





 

  

第 ２ 章 

 

西原村の地域特性と公共交通の現状 
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第 ２ 章 西原村の地域特性と公共交通の現状 

 

 

 

1-１． 地勢・土地利用 

熊本県阿蘇郡の西原村は、熊本市の中心部から東へ約 20km に位置し、熊本都市圏と阿蘇カルデ

ラの間に位置しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

熊本市や熊本空港（阿蘇くまもと空港）に近接した村域北西部は建物用地が形成され、村の中心部

となっています。また、周辺部は田・農用地・森林に囲まれた土地利用となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．地域特性の整理 

西原村の位置図 

土地利用現況図（100m メッシュ） 

資料：国土交通省 国土数値情報

資料：国土交通省 国土数値情報

村の中心 
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第 ２ 章 西原村の地域特性と公共交通の現状 

 

1-２． 人口 

■ 総人口と年齢３区分別人口・人口割合 

〇本村の総人口は、昭和 55（1980）年から平成 27（2015）年にかけて増加していたものの、平成

28（2016）年の熊本地震を契機に減少に転じ、令和２（2020）年は 6,426 人まで減少していま

す。国立社会保障・人口問題研究所の将来推計人口（R5.12）によると、令和７（2025）年以降につ

いても同様に減少していく傾向ですが、実態としては増加傾向にあります。 

〇令和２（2020）年の高齢化率は 31.5%ですが、令和 32（2050）年には 43.3%まで増加するこ

とが予測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

■ 村統計による総人口と世帯数 

〇平成 28（2016）年に発生した熊本地震の影響により、平成 29（2017）年には総人口 6,752 人、世帯

数 2,546 世帯と減少しましたが、令和６（2024）年には熊本地震前まで人口が回復して過去最高値に

近づき、世帯数も増加し続けています。なお、人口増加の主な要因としては、近隣自治体への世界最大手

の半導体メーカーの進出による宅地開発の進展などが挙げられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 人口分布 

総人口と年齢３区分別人口・人口割合の推移 資料：H7～R2 総務省 国勢調査、R7 以降 国立社会保障 人口問題研究所 

総人口と世帯数の推移 資料：西原村 
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第 ２ 章 西原村の地域特性と公共交通の現状 

 

〇平成 27（2015）年と令和 22（2040）年の人口分布を比較すると、村域北西部の高遊地区で人口増加、

村域南部や北部では人口減少することが予測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

令和 22（2040）年 

人口分布（500m メッシュ）の比較 資料：国土交通省 国土数値情報 

平成 27（2015）年 

高遊地区 

高遊地区 
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第 ２ 章 西原村の地域特性と公共交通の現状 

 

■ 通勤・通学の流動状況 

〇令和２（2020）年の通勤の流動状況では、西原村から熊本市への通勤が 623 人、熊本市から西原村へ

の通勤が926人となっており、流入の方が多いです。その他、大津町・益城町・菊陽町の順に村内外の流

動が多く、結びつきが強くなっています。 

〇令和２（2020）年の通学の流動状況では、西原村から熊本市への通学が 156 人、西原村から大津町へ

の通学が 53 人となっており、流出の方が多いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
通勤・通学の流動数 資料：総務省 国勢調査（令和２年） 

通勤（15 歳以上就業者数） 

通学（15 歳以上通学者数） 

10 人以下 

10 人以上 49 人以下 

50 人以上 100 人以下 

100 人以上 500 人以下 

500 人以上 

10 人以下 

10 人以上 49 人以下 

50 人以上 100 人以下 

100 人以上 500 人以下 

500 人以上 
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第 ２ 章 西原村の地域特性と公共交通の現状 

 

1-3． 都市機能・観光資源 

 

■ 都市機能・観光資源の分布 

○都市機能（医療・商業・福祉施設等）は、（県）堂園小森線や（県）熊本高森線沿道に集まって立地していま

す。 

〇村内の主要な観光資源は、（県）堂園小森線沿いの俵山交流館萌の里や山間部のらくのうマザーズ阿蘇

ミルク牧場などが立地しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光資源肥後カントリ クラブ

観光資源青少年の森キャンプ場 風の里

分類名称凡例

役場西原村役場

大型商業施設ホームプラザナフコ

スーパー全日食チェーン高遊原店

コンビニセブン‐イレブン／阿蘇西原布田店

コンビニローソン阿蘇高遊原店

コンビニセブン‐イレブン／阿蘇西原店

医療機関特別養護老人ホームみどりの館医務室

医療機関救護施設真和館医務室

医療機関桑田歯科医院

医療機関赤尾歯科クリニック

医療機関永広医院

医療機関のむら内科クリニック

福祉施設多機能型事業所かざぐるま

福祉施設くまもと長寿苑そよ風シニアハウス

福祉施設くまもと長寿苑そよ風

福祉施設にしはらたんぽぽハウス

福祉施設にしはら地域包括支援センター

福祉施設特別養護老人ホームみどりの館

福祉施設
社会福祉法人西原村社会福祉協議会
西原村指定訪問介護事業所

福祉施設真和館

福祉施設ナチュラルファーム いまここ

福祉施設たんぽぽハウス・ふわり

福祉施設たんぽぽハウス

福祉施設のぎく荘

福祉施設西原村地域支え合いセンター

保育施設にしはら保育園

保育施設阿蘇こうのとり保育園

教育施設山西小学校

教育施設河原小学校

教育施設西原中学校

教育施設山西小学校学童保育クラブ

観光資源俵山交流館 萌の里

観光資源らくのうマザーズ阿蘇ミルク牧場

観光資源俵山温泉 泉力の湯

観光資源白糸の滝

観光資源阿蘇グリーンヒルカントリークラブ

観光資源グランドチャンピオンゴルフクラブ

観光資源肥後カントリークラブ

観光資源青少年の森キャンプ場 風の里

都市機能・観光資源の分布 資料：西原村 
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第 ２ 章 西原村の地域特性と公共交通の現状 

 

1-4． 交通 

■ 道路網 

○（県）堂園小森線は、県事業への協力を行うことで工事着工が実現し、現在改良工事が進められています。

なお、東側区域の改良についても、県に要望をしています。 

〇（県）山西大津線は、県へ改良計画と併せて歩道設置を要望し、鳥子地区の新工業団地造成計画に合わせ

て計画の変更等を提案することで、歩道整備が進められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■ 道路の混雑状況 

〇村内の道路混雑度は 1.0 未満となっており、低い状況です。その他、村外においては、菊陽町への

TSMC の進出に伴い、周辺部においては交通渋滞が発生しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：西原村 

TSMC 

道路混雑度 

資料：国土交通省 令和３年度 一般交通量調査結果 WEB マップ（可視化ツール）

道路網 
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第 ２ 章 西原村の地域特性と公共交通の現状 

 

■ 従業地・通学地による利用交通手段 

○従業地・通学地による利用交通手段において、本村の自家用車における利用割合は 83.1%となってお

り、都市部に近い近隣市町と比較すると依存度はやや高い値と言えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従業地・通学地による利用交通手段割合 
資料：総務省 国勢調査（令和２年）

※徒歩による移動は除く
※熊本県は 72.1%であるが、熊本県内の数値を平均すると 83.2%である
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第 ２ 章 西原村の地域特性と公共交通の現状 

 

■ 自動車における CO₂排出量 

○本村の一人あたりの自動車 CO₂排出量は、1.2t-CO₂/年となっており、全国平均値である 1.5t-

CO₂/年より低い状況です。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

一人あたりの自動車 CO₂排出量（t-CO₂/年）  

資料：国土交通省「都市モニタリングシート（令和２年全体表）」
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第 ２ 章 西原村の地域特性と公共交通の現状 

 

■ 免許返納者数 

○熊本県内の免許返納者数は、令和元（2019）年にかけて 7,133 人まで増加しましたが、令和２

（2020）年以降は減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇西原村・大津町を所管する大津警察署における免許返納者数は、平成２９（2017）年以降、45～

65 人の間で推移しています。   

熊本県内の免許返納者数の推移 
資料：運転免許統計 警察庁交通局運転免許課 

 

熊本県 大津警察署における免許返納者数の推移   資料：大津警察署 運転免許課 
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第 ２ 章 西原村の地域特性と公共交通の現状 

 

1-5． 観光 

 

■ 観光入込客数 

○村全体の観光入込客数は、平成27（2015）年の 150万人がピークとなっており、平成29（2017）

年から令和２（2020）年にかけて減少していましたが、令和３（2021）年度以降は増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇本村の主要な観光資源である地元農産物等を販売する俵山交流館萌の里は、平成 28（2016）年

の熊本地震の発生に伴い、年間客数及び年間売上金額は減少し、令和２（2020）年まで概ね同様の

傾向でしたが、令和３（2021）年以降は増加しています。   

観光入込客数の推移   資料：西原村
※令和３(2021)年から集計方法を変更しています

  俵山交流館萌の里の年間客数と年間売上金額の推移           資料：西原村
※令和３(2021)年から集計方法を変更しています
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第 ２ 章 西原村の地域特性と公共交通の現状 

 

 
 

２-１． 公共交通体系 

〇路線バスは、産交バス株式会社により、大津町～西原村～益城町にかけて４系統で運行しています。 

〇快速バス（たかもり号）は、産交バス株式会社により、熊本市～益城町～西原村～南阿蘇村～高森町

にかけて２系統で運行しています。また、宮崎県高千穂町に向かうたかちほ号は、たかもり号と同じ

ルートを運行するものの、村内のバス停には停車せず通過しています。 

〇タクシーは、西原タクシーにより運行しており、営業区域は阿蘇交通圏となっています。 

○福祉タクシーは、平成 22（2010）年度より、障がい者と 75 歳以上の住民を対象に「福祉タクシー

料金助成事業」を開始し、高齢者及び障がい者がタクシーに乗車した場合に、その乗車料金の一部

を助成することにより、高齢者等の福祉の増進に寄与することを目的に助成を行っています。 

具体的には、タクシー券（1 枚 500 円分）を年間最大 60 枚交付しており、片道最大３枚まで使用可

能です。車を運転される方、ご家族の移動支援が可能な方は対象外であり、西原タクシーのみ使用

可能となっています。 

〇スクールバスは、河原小学校により運行しており、平均して朝は 16 名、夕方は 13 名により利用さ

れています。 
 

公共交通手段 系統・行き先 運行ルート
（バス停名）・区域 運行本数 事業者 

路線バス 

森経由山西線 

（上り、下り） 

木山産交、土林、新庄入口、

山西、森、大津産交 

平日 :５本/日 
土   :５本/日 
日祝 :３本/日 

産交バス 

株式会社 

岩坂経由山西線 

（上り、下り） 
木山産交、土林、新庄入口、 

山西、岩坂、大津産交 

平日 :６本/日 
土   :５本/日 
日祝 :５本/日 

森経由土林線 

（上り） 

大津産交入口、森、小園、 

山西小学校前（山西線）、 

新庄入口、土林 

平日 :１本/日 
土   :１本/日 
日祝 :１本/日 

岩坂経由土林線 

（上り、下り） 
大津産交、岩坂、山西、 

新庄入口、土林 

平日 :３本/日 
土   :２本/日 
日祝 :１本/日 

快速バス 
（たかもり号） 

高森発 
高遊、西原台、西原役場 

入口、風当、萌の里・俵山登

山口 

平日 :３本/日 
土   :３本/日 
日祝 :３本/日 

熊本発 
平日 :３本/日 
土   :３本/日 
日祝 :３本/日 

タクシー・ 
福祉タクシー 

（福祉タクシー料
金助成事業） 

ー 阿蘇交通圏 ー 西 原 タ ク

シー 

スクールバス 

朝：〇名が迫上の空き地発【7:20】→高遊（全日食駐車

場）【7:30】→河原小学校着【7:40】 
   〇役場駐車場発【7:45】→河原小学校着【7:55】 
夕：〇学校終了後河原小学校発→山河の館着 

朝・夕で 

最大１日２便 ー 

 

２．公共交通の現状整理 

  西原村の公共交通体系  
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第 ２ 章 西原村の地域特性と公共交通の現状 

 

 

 

 
 平日 土曜 日祝 

行先 大津 木山 土林 大津 木山 土林 大津 木山 土林

経由 
山西

/森 

山西/

岩坂 
津森/寺中  

山西/

森 

山西/

岩坂 
津森/寺中  

山西/

森 

山西/

岩坂
津森/寺中  

５時                

６時   45             

７時  26   06  26         

８時  58      12     24   

９時 56     54 24 29    44    

10 時    15            

11 時  26 57   54  59     14   

12 時           24     

13 時    25     26     29  

14 時       59     59    

15 時  01              

16 時 36     34    59     59

17 時     45 22     22     

18 時  13  58     57       

19 時                

20 時                

２１時                

２２時                

２３時                

 

  西原村の公共交通網図  
資料：西原村 

【参考資料】西原役場前時刻表（路線バス４系統通過）  資料：西原村 
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新型コロナ

 

２-2． 路線バス 

 

■ 路線バスの利用者数 

〇路線バスの利用者数は、平成 26（2014）年から令和４（2022）年にかけて減少し、令和６（2024）

年は 12,507 人となっており、新型コロナウイルス感染症拡大以前より回復しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ バス事業者の従業者数 

〇産交バスの従業者数は、年々減少しており、公共交通を維持していくためには、担い手を維持・確保

していくことが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  路線バスの利用者数の推移        資料：産交バス株式会社

産交バスの従業者数の推移        
資料：産交バス株式会社

※平成 26（2014）年～平成 30（2018）年は九州産交バス株式会社から

産交バス株式会社への出向（年 100 人程度）があったため、従業者数が多くなっている
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第 ２ 章 西原村の地域特性と公共交通の現状 

 

■ 路線バス（４系統）のバス停別利用者数 

〇森経由山西線における村内のバス停別利用者数は、上りは「山西小学校前（山西線）」のバス停で降

車する方が多いです。下りは、「山西」のバス停で乗車、「門出」のバス停で降車する方が多いです。 

〇岩坂経由山西線における村内のバス停別利用者数は、上りは「秋田」のバス停で乗車する方が多く、

「山西小学校前（山西線）」と「新庄入口」で降車する方が一定数みられます。下りは、「山西」と「新庄

入口」で乗車する方が多いです。 

〇森経由土林線における村内のバス停別利用者数は、上りは「新庄入口」で降車する方が多いです。 

〇岩坂経由土林線における村内のバス停別利用者数は、上りは「山西小学校前（山西線）」のバス停で

降車する方が多いです。下りは、「山西」と「新庄入口」のバス停で乗車する方が多いです。   

  路線バス（４系統）のバス停別利用者数の傾向        

資料：産交バス株式会社よりデータを貸与し、傾向を把握

下りの乗車が多い 

下りの乗車が多い 

上りの降車が多い 
上りの降車が多い 

上りの乗車が多い 

下りの降車が多い 
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第 ２ 章 西原村の地域特性と公共交通の現状 

 

■ 村から路線バスへの補助 

〇村から路線バスに対する赤字補填のための補助金（生活交通維持・活性化総合補助金）は、平成 25

（2013）年から令和５（2023）年にかけて約 1,000 万円から約 1,300 万円の間で推移していま

す。なお、大津町や益城町も路線距離に相当する補助を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 公共交通空白地 

〇公共交通カバー圏（バス停から 300m 圏）外と人口分布をみると、布田・小森・宮山・鳥子・河原地区

と多くの地区が公共交通空白地となっており、公共交通の確保に向けた対応が必要となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  村から路線バスへの負担額の推移          資料：西原村 

  公共交通カバー圏と人口分布（500m メッシュ）          資料：国土交通省 国土数値情報

※バス停（300m 圏）は、国土交通省 都市構造の評価に関するハンドブック（平成 26 年８月）にて示されるバス停の誘致距離 300m を参照 

河原地区 

宮山地区 

鳥子地区 

小森地区 

布田地区 

小森地区

青丸：公共交通空白地 
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第 ２ 章 西原村の地域特性と公共交通の現状 

 

２-3． 快速バス（たかもり号） 

 

■ 快速バス（たかもり号）の利用者数 

〇快速バス（たかもり号）の利用者数は、平成 26（2014）年に約 10 万人の利用者数でしたが、年々

減少し、令和２（2020）年以降は概ね横ばいで推移しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇快速バス（たかもり号）の時間帯別輸送人員は、高森発 5:45、8:30、15:00 の時間帯、熊本発は

11:47 などで利用者は多いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

快速バス（たかもり号）の時間帯別輸送人員の推移         

資料：産交バス株式会社
※令和５（2024）年４月～９月における輸送実績

※5:45 から 15:00 のグラフは高森発、11:47 から 18:32 のグラフは熊本発

  快速バス（たかもり号）の利用者数の推移        資料：産交バス株式会社
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第 ２ 章 西原村の地域特性と公共交通の現状 

 

２-4． タクシー・福祉タクシー（福祉タクシー料金助成事業） 

 

■ タクシーの利用者数と走行キロ 

〇西原タクシーでは、登録台数５台、稼働台数常時２～３台程度、従業員７名により営業しています。 

〇タクシーの利用者数及び走行キロは、令和２（2020）年に新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、

減少しましたが、令和３（2021）年以降は増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■ 村から福祉タクシー（福祉タクシー料金助成事業）の補助と登録者数 

〇村から福祉タクシーへの負担額（利用額）は、令和２（2020）年以降に増加し、令和５（2023）年は

3,815 千円（7,630 枚）となっています。福祉タクシーへの登録者数は、各年 360～430 人の間

で推移しています。   

  福祉タクシーの負担額と登録者数の推移        資料：西原村 

※令和 2 年度末に利用者の整理（必要か不要か）を行ったため、次年度の登録者が減少した。 

※令和 2 年度より一度の乗車で使える枚数を 2 枚から 3 枚へ増やした。 

  タクシーの利用者数と走行キロの推移        資料：西原タクシー

新型コロナ
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第 ２ 章 西原村の地域特性と公共交通の現状 

 

２-5． 熊本都市圏総合都市交通計画における付帯調査結果 

 

■ 熊本都市圏総合都市交通計画の付帯調査結果の概要 

○熊本県では、熊本都市圏総合都市交通計画では、16 歳以上を対象とした付帯調査を実施しており、

普段の生活などを伺っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■ 目的別の村内外拠点への移動 

○目的別に村内外の移動割合をみると、西原村は近隣町と比較して買物・通院ともに村外への移動割

合が極端に高くなっており、各地域の結びつきを考慮しつつ、利便性向上を図った公共交通対策を

検討していくことが必要となっています。 

   

  熊本県で実施している付帯調査に関する概要        

資料：熊本都市圏総合都市交通計画協議会 第２回関係者会議資料

▼ 西原村                                     ▼ 菊陽町 

▼ 大津町                                     ▼ 益城町 

  目的別の村内外拠点への移動割合    
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第 ２ 章 西原村の地域特性と公共交通の現状 

 

■ 目的別の村外への移動先（拠点） 

 

○目的別の村外への移動先をみると、西原村は買物において大津町役場周辺や益城町惣領の利用が

多く、目的地は限定されています。また、通院は熊本市長嶺地区・益城町役場周辺・大津町役場周

辺・菊陽町役場周辺・益城町惣領の順に利用が多く、目的地は様々です。そのため、利用目的に応じ

た公共交通対策の検討も重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼ 西原村                                     ▼ 菊陽町 

▼ 大津町                                     ▼ 益城町 

資料：熊本都市圏総合都市交通計画協議会 第２回関係者会議資料

   目的別の村外への移動先（拠点）割合   
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第 ３ 章 住民アンケート調査及び事業者等へのヒアリング結果 

 

 

 

住民アンケート調査は、公共交通の利用状況やサービス水準、求められているニーズ、公共交通に対

する評価・要望等を把握し、既存の公共交通の維持・充実や新たな公共交通の導入等に関する方針・施

策などを検討するために、下記に示す内容にて実施しています。 
 

調査地域 西原村全域 

調査対象 西原村に在住する 18 歳以上の村民 

調査方法 

〇アンケート調査票の郵送による調査  

〇Web アンケート（アンケート調査票・西原村の公式 LINE・広報西原に

QR コードを掲載し、スマートフォン等で読み取り回答） 

調査時期 令和６年 11 月５日～令和６年 11 月 20 日  

アンケート調査票配布数 2,000 通 

有効回収数 

〇アンケート調査票の郵送による調査 ：675 票    

〇Web アンケート ：アンケート調査掲載の QR コード 182 票 

広報・LINE 掲載の QR コード    56 票 

有効回収率 45.7%（回収数 913 票） 

 

住民アンケート調査項目 
１． あなたご自身について 
問 1～４ 性別、年代、居住地、職業  
２． 日常生活の移動について  

問５ 通勤、通学、買い物、通院、その他の移動について 
（①行先、②頻度、③時間帯、④主な移動手段） 

問６ 通勤、通学、買い物、通院のバスの移動において困っていること 
問７ 通勤、通学、買い物、通院のタクシーの移動において困っていること 
問８ 通勤、通学、買い物、通院の公共交通以外の移動において困っていること 

３． 路線バス（産交バス）について  
問９ 路線バスの利用頻度 

問 10 路線バスの改善策 
問 11 問 10 の取組が進んだ場合の今後の利用意向 

4． 福祉タクシー（福祉タクシー料金助成事業）について  
問１2 福祉タクシーに関する制度の認知度 

問１3 福祉タクシーの利用頻度 
問 14 福祉タクシーの重要度と必要性 
問１5 福祉タクシーの改善策 

５． 新たな公共交通の取組について 
問１6 新たな公共交通を導入する必要性 
問 17 新たな公共交通が導入された場合の利用意向 
問 18 新たな公共交通手段で導入する場合のタイプ 
問 19 どこ行きの路線（目的地）があると便利か 
問 20 西原村の公共交通に対するご意見 

１．住民アンケート調査結果 
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第 ３ 章 住民アンケート調査及び事業者等へのヒアリング結果 

 

■ 住民アンケート調査結果の概要 

（１） 日常生活の移動について 

〇通勤は、行先として村内・熊本市・大津町の順に多く、移動手段は自家用車の利用が基本であり、バ

ス・タクシーの利用割合は非常に低いです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

         通勤（行先）                           通勤（出発時刻） 

 

 

 

 

 

 

 

 

通勤（移動手段）                        通勤（帰宅時刻） 

〇通学は、行先として熊本市・大津町・菊陽町の順に多く、移動手段は自家用車、家族・知人等の送迎

が基本であり、バスの利用者もみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

通学（行先）                          通学（出発時刻）                  

 

 

 

 

 

 

 

通学（移動手段）                        通学（帰宅時刻） 
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〇買い物は、行先として大津町・村内・熊本市・益城町の順に多く、移動手段は自家用車の利用が基本

であり、家族・知人等の送迎もあります。なお、バス・タクシーの利用割合は非常に低いです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

          買い物（行先）                         買い物（出発時刻） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

        買い物（移動手段）                        買い物（帰宅時刻） 

〇通院は、行先として熊本市・村内・大津町の順に多く、移動手段は自家用車の利用が基本であり、家

族・知人等の送迎もあります。なお、バス・タクシーの利用割合は非常に低いです。 

 

 

 

 

 

 

 

通院（行先）                           通院（出発時刻） 

 

 

 

 

 

 

 
通院（移動手段）                         通院（帰宅時刻） 
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第 ３ 章 住民アンケート調査及び事業者等へのヒアリング結果 

 

■ 公共交通（バス）の移動で困っていること         

〇バスの移動で困っていることは、「バスの便数が少ない」、「バスの時間帯が合わない」、「目的地の近

くに向かうバスルートがない」の順に割合が高く、様々です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 公共交通（タクシー）の移動で困っていること  

〇タクシーの移動で困っていることは、「タクシーは利用料金が高い」の割合が最も高いです。その他、

「夜間はタクシーが使えない」、「村外タクシー業者は来ない」、「タクシーを呼んでも、来ない」など、

困っていることは様々です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 公共交通以外の移動で困っていること 

〇公共交通以外の移動で困っていることは、「家族や知人などに送迎を頼むことに遠慮がある」と「自

宅周辺の道が悪いので、出かけにくい」の割合が高いです。 
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第 ３ 章 住民アンケート調査及び事業者等へのヒアリング結果 

 

（２） 路線バス（産交バス）について 

 

■ 路線バス（産交バス）の改善策 

 

〇路線バスの改善策として、 「運行本数の増加」、「買い物や通院に便利な運行ルートの新設または変

更」、「運行時間帯の拡大」の割合が高いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 路線バス（産交バス）改善後の利用意向 

〇改善策の推進による今後の路線バス利用意向として、「自家用車などに乗れなくなったら、利用する

かもしれない」が 56.4%、「利用すると思う」が 28.1%となっています。 
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第 ３ 章 住民アンケート調査及び事業者等へのヒアリング結果 

 

（３） 福祉タクシー（福祉タクシー料金助成事業）について 

 

■ 福祉タクシー（福祉タクシー料金助成事業）の認知度 

〇福祉タクシー（福祉タクシー料金助成事業）を「知っている」は

57.9%、「知らなかった」は 42.1%となっています。 
 

 

■ 福祉タクシー（福祉タクシー料金助成事業）の重要度・必要性 

〇福祉タクシーを「重視」・「どちらかといえば重視」が 68.9%、

「重視していない」・「どちらかといえば重視していない」が

11.2%であり、重要視されています。 

〇福祉タクシーを「必要」・「どちらかといえば必要」が 80.5%、「必要ではない」・「どちらかといえば必

要ではない」が４.3%であり、必要とされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 福祉タクシー（福祉タクシー料金助成事業）の改善策 

〇福祉タクシー（福祉タクシー料金助成事業）の改善策は、「福祉タクシー券の枚数の増加」、「タクシー

台数の増加」、「福祉タクシー券の金額の増額」、「福祉タクシー券の使用制限撤廃」、「利用対象者の

拡大」等が挙げられています。 
 

項目 要約文 意見数 項目 要約文 意見数

福祉タクシー券

の枚数の増加 

福祉タクシー券の枚数を

増やしてほしい 
22 

利用方法の

周知 

福祉タクシー券の利用方法

や制度についてもっと周

知してほしい 

11

タクシー台数の

増加 

タクシーの台数を増やし

てほしい 
20 

その他の 

要望 

様々な改善要望（例：家族

同伴のタクシー利用、障が

い者向けの対応など） 

10

福祉タクシー券

の金額の増額 
福祉タクシー券の金額を

増やしてほしい 19 連絡の 

利便性向上

タクシーの呼び出しや予約

をしやすくしてほしい 
8 

福祉タクシー券

の使用制限 

撤廃 

1 日の使用枚数や利用

金額の上限を撤廃して

ほしい 

14 役場までの

交通手段 

確保 

役場までの交通手段を確

保してほしい 
5 

利用対象者の

拡大 

利用対象者を拡大して

ほしい（70 歳以上など） 
14 
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（４） 新たな公共交通の取組について 

 

■ 新たな公共交通の必要性           ■ 新たな公共交通が導入された場合の利用意向 

〇「導入するべき」が大半を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 新たな公共交通手段の導入タイプ 

〇路線バスタイプとタクシータイプ双方においてニ

ーズがあります。 

 

 

 

 

 

■ 公共交通の目的地に関する要望 

〇公共交通の目的地は、「大津駅」、「熊本空港（阿蘇くまもと空港）」、「熊本市中心部」などの順に多く

なっており、様々なニーズがあります。 
 

項目 要約文 意見数 項目 要約文 意見数

大津駅行き 
大津駅への路線バスの

便数を増やしてほしい 
32 病院行き 

熊本リハビリ病院や日赤病

院などの病院行きの便を

希望 

8

熊本空港（阿

蘇くまもと空

港）行き 

熊本空港（阿蘇くまもと

空港）への路線バスを希

望 

23 通学路線 
学校への通学路線を充実

させてほしい 
7

熊本市中心部

行き 

熊本市中心部行きの直

行バスを希望 13 役場行き 
西原村役場までの便を希

望 
6

その他の買い

物施設行き 

スーパーやショッピング

センターへの便を希望 
12 益城町行き

益城町への路線バスを希

望 
5

熊本駅行き 
熊本駅行きの便数を増

やしてほしい 
9 

高速バス 

乗り場行き

高速バス乗り場行きの路

線を希望 
4

健軍電停行き 
健軍電停行きの便数を

増やしてほしい 
8 

木山産交 

行き 
木山産交行きの便を希望 4

〇「利用してみたい」・「まあ利用したい」が 84.0%、「利

用したいと思わない」・「あまり利用したいと思わな

い」が 16.0%となっており、利用意向は高いです。 
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■ 公共交通に対する自由意見 

〇公共交通に対する自由意見は、高齢者や通学者の移動に関する支援が求められているほか、方策と

して、現状のバス路線改善、新たな公共交通手段、村内巡回バス、タクシーの改善等に関する意見が

挙げられています。 

 

項目 要約文 意見数

高齢者の移動支援 高齢者の買い物や通院支援のためのバスや公共交通を増やしてほしい 20

現状のバス路線改善 
バス路線や便数を増やしてほしい 

バス停が遠いので改善が必要 
15

通学の利便性向上 学生や高校生の通学のためのバスの便数を増やしてほしい 15

新たな公共交通手段 
ライドシェアやオンデマンド交通、ジャンボタクシーなど新しい公共交通

手段を導入してほしい 
13

村内巡回バス 
村内の主要施設を回る巡回バスがあれば便利 

病院や買い物施設を経由するバスを希望 
10

タクシーの改善 
タクシーの利便性を向上させるための改善が必要 

タクシー券の利用範囲拡大やタクシーの便数増加など 
9

鉄道の延伸 鉄道を熊本空港（阿蘇くまもと空港）まで延伸してほしい 4

商業施設の誘致 
村内に大型商業施設を誘致してほしい 

買い物が便利になると公共交通の必要性も減る 
4

パークアンドライド パークアンドライドの駐車場を設置し、公共交通利用を促進する 2

安全対策 高齢者が安心して利用できる公共交通の整備が必要 2

自転車駐車場 熊本空港（阿蘇くまもと空港）に自転車駐車場を設置してほしい 1
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■ 住民アンケート結果の総括 
 
（１） 日常生活の移動について 

〇通勤、通学、買い物、通院の移動先は、西原村内だけでなく大津町や熊本市等の隣接市町も多いで

す。また、移動先は、通勤、通学、買い物、通院の目的に応じて様々となっています。 

〇移動手段は、自家用車が最も多く、高齢者の自家用車の利用も多いです。バスの利用は学生でみら

れるものの全体的に少ないです。タクシー利用の割合は少ないですが、高齢者になるほど、タクシー

や送迎により移動する方が増える傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

〇バス移動で困っていることに、便数、利用時間帯、目的地、バス停位置等があります。 

〇タクシー移動は、利用料金の高さやタクシーが来ない不便等を感じています。 

〇高齢者は、公共交通による移動手段が少ないため、自動車や送迎等の移動を選択していますが、自

動車運転の不安や送迎依頼への遠慮があります。 

 

 

 

 

 
 

（２） 路線バス（産交バス）について 

〇バスの運行本数、目的地・運行ルート、利用時間帯に関する改善策が求められています。 

〇バスに関する改善策が進んだ場合においても、自家用車に乗れなくなったら利用すると思う方が多

いです。 

 

 

 

 

 

（３） 福祉タクシー（福祉タクシー料金助成事業）について 

〇福祉タクシー（福祉タクシー料金助成事業）の改善策には、福祉タクシー券の枚数の増加、タクシー台

数の増加、福祉タクシー券の金額の増額等が挙げられています。 

 

 

 

 

 〇自家用車による移動が多く、公共交通の利用は少ないです。 

〇自家用車が運転できない高齢者等は、家族等による送迎やタクシーを多く利用しており、自由な

移動が制約されています。 

〇自家用車で移動できない学生は、家族等による送迎の移動が多いです。 

 
〇高齢者や学生など交通弱者のニーズに対応した公共交通の利便性の向上策が必要となっていま

す。 

 
〇バスは、高齢者・若年層等のニーズや利用者が見込まれる居住地に対応した運行本数、運行ルー

ト、利用時間帯等の改善策の検討が必要となっています。 

 
〇高齢者にとってタクシーは重要な移動手段であることから、福祉タクシー（福祉タクシー料金助成

事業）における改善策の検討が必要となっています。 
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（４） 新たな公共交通の取組について 

〇新たな公共交通への取組に対して、導入意向や利用意向は高いです。 

〇新たな公共交通の利用タイプは、「路線バスタイプ（決まった乗り場から利用）」と「タクシータイプ（自

宅の近くから利用）」のそれぞれでニーズがありますが、高齢者は「タクシータイプ」の意向が強くな

っています。 

〇新たな公共交通の目的地は、大津駅、熊本空港（阿蘇くまもと空港）、熊本市中心部など様々なニー

ズがあります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

西原村では、「第６次西原村総合計画（令和６年３月）」と「西原村地域福祉計画（令和５年３月）」を策

定しており、両計画でアンケート調査を実施しています。 

両計画のアンケート調査結果の概要を下記に示し、次頁より公共交通に関連する項目を抜粋して整

理します。 

 

■ 第６次西原村総合計画策定のためのアンケート調査結果（令和 5 年３月）の概要 
 

〇 一般村民アンケート調査                〇 中学生アンケート調査 

調査対象 20 歳以上の村内居住者 

調査方法 郵送法（WEB アンケート併用） 

調査時期 令和５年２月 

配布数 1,500 

有効回収数 582 

有効回収率 38.8％ 

 

 

■ 西原村地域福祉計画作成に伴うアンケート調査結果（令和３年 10 月）の概要 
 

調査対象 西原村在住の満 18 歳以上の村民 （無作為抽出） 

調査方法 令和 3 年８月１２日～8 月 29 日 

調査時期 郵送による配布・回収 

配布数 1,200 

有効回収数 612 

有効回収率 51.0%   

 
〇自家用車により移動する方が多いことから、自家用車で移動できない高齢者や学生など交通弱

者のニーズに対応した新たな公共交通の導入に向けた検討が必要となっています。 

２．上位・関連計画におけるアンケート結果

調査対象 村立中学校の生徒 

調査方法 WEB アンケート 

調査時期 令和５年２月 

配布数 232 

有効回収数 192 

有効回収率 82.8％ 
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■ 第６次西原村総合計画策定のためのアンケート調査結果（令和 5 年３月） 

 

〇一般村民アンケート調査 

総合計画に基づき村で取り組む政策分野別満足度の評価点は、「バス路線などの充実」が-5.43 点

となっており、最も不満となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

2.35 

-1.82 

0.56 

0.66 

0.04 

-5.43 

-1.05 

0.85 

1.13 

0.26 

-1.49 

0.17 

-3.65 

0.25 

-0.08 

-1.95 

-0.56 

-0.82 

0.66 

0.46 

-0.15 

-0.96 

-1.06 

0.14 

-0.47 

-0.02 

0.02 

-3.45 

-3.39 

-0.56 

-0.23 

-0.13 

-0.43 

-0.24 

-0.66 

-0.63 

-0.68 

-0.18 

-0.44 

-0.94 

-0.85 

0.56 

-0.49 

-0.58 

-0.16 

-8 -7 -6 -5 -4 -3 -2 -1 0 1 2 3 4 5 6 7 8

水道の整備

公園・緑地の整備

生活排水の処理対策

河川の整備

住宅・宅地の整備

バス路線などの充実

交通安全・防犯対策

消防、防災対策

ごみの収集・処理対策

環境保全対策

道路の整備

まち並み、景観

魅力ある商業店舗づくり

農畜産業の振興

林業の振興

商業の振興

工業の振興

観光の振興

保育園

小中学校

生涯学習活動

文化施設

文化・芸術活動

スポーツ・レクリエーション施設

スポーツ・レクリエーション活動

地域の集会所などの施設

地域の連帯感

診療所・病院など医療の充実

救急・高度医療の充実

病気の予防・健康づくりの充実

地域福祉

高齢者福祉

障がい者福祉

児童・母子（父子）福祉サービスの充実

子育てに対する支援サービスの充実

低所得世帯に対する福祉サービスの充実

健康保険・介護保険

人権啓発・人権教育

男女共同参画社会の形成

情報・通信体制の整備

地域間交流、国際交流の推進

役場の窓口サービス

住民参画の推進・情報公開の推進

役場の効率化、財政の健全化

ボランティア活動の推進

全体
不満 満足

道路・まち並み

生活環境

産業

教育・文化

医療・保健・福祉

その他

総合計画に基づき村で取り組む政策分野別満足度の評価点         
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〇中学生アンケート調査 

西原村に住みたくない理由は、「買い物の便が悪い」が 60.9%、「道路・交通の便が悪い」が

34.8%と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

今後のむらづくりで力を入れてほしい事項は、「道路や電車、バスを便利にしてほしい」が 52.6%、

「買い物をしやすくしてほしい」が 41.1%と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52.6

41.1

35.9

26.0

21.9

12.5

8.9

8.3

7.3

5.7

5.2

5.2

5.2

4.7

4.7

4.2

4.2

3.6

3.1

3.1

2.1

1.0

4.7

0.0

0 10 20 30 40 50 60

道路や電車、バスを便利にしてほしい

買い物をしやすくしてほしい

自然を守ってほしい

遊び場(公園や広場など)を多く

インターネット環境をよくしてほしい

スポーツ活動をさかんにしてほしい

働く場所をつくってほしい

教育環境を整えてほしい

人がたくさん来るようにしてほしい

子どもがたくさん生まれるようにしてほしい

文化活動をさかんにしてほしい

農業・商業・工業等の産業をさかんに

人と人とが助け合っていくように

お医者さんを増やしてほしい

お年寄りや障がい者を大切にしてほしい

生活の環境をよくしてほしい

まちのよいところをどんどんPRしてほしい

災害や犯罪から守ってほしい

住みやすい住宅地を増やしてほしい

大学ができてほしい

仕事の場ができてほしい

歴史的なものを大切にしてほしい

その他

無回答

（％）
n=192

60.9

34.8

30.4

30.4

21.7

19.6

13.0

8.7

6.5

6.5

6.5

6.5

4.3

2.2

2.2

2.2

2.2

0.0

0.0

10.9

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70

買い物の便が悪い

道路・交通の便が悪い

働く場所が少ない

仕事で村外に出るつもり

インターネット環境が悪い

大学で村外へ出るつもり

あそび場(公園や広場など)が少ない

住みやすい住宅地が少ない

生活するのによい環境ではない

お医者さんにかかりにくい

教育環境が整っていない

スポーツ活動がさかんでない

農業・商業・工業などの産業がさかんでない

災害や犯罪への備えができていない

文化活動がさかんでない

多くの人が来る場所が少ない

人がやさしくない

お年寄りや障がいのある人にやさしくない

歴史的なものが少ない

その他

無回答

（％）n=46

西原村に住みたくない理由        

今後のむらづくりで力を入れてほしい事項      
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■ 西原村地域福祉計画作成に伴うアンケート調査結果（令和３年 10 月） 

 

西原村の暮らしやすさは、「暮らしやすい」が 78.1%と 7 割以上を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

西原村の暮らしにくいと思う点は、「公共交通機関が少ないこと」が 64.9％と最も高く、次いで「買

い物がしにくい」が 60.1％、「医療施設が少ないこと」が 58.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西原村の暮らしやすさ   

西原村で暮らしにくいと思う点 
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■ 事業者等へのヒアリング概要 

 交通事業者等へのヒアリング調査は、事業者などで把握している公共交通に関する現状・課題を聞き

取り、既存の公共交通の維持・充実や新たな公共交通の導入等に関する方針・施策などを検討するた

めに、下記に示す内容にて実施しています。 

 

対象事業者等 

路線バスや快速バス（たかもり号）について  産交バス株式会社 

タクシー・福祉タクシー（福祉タクシー料金助成事

業）について 
西原タクシー 

高校生の通学について 高校生保護者 

調査方法 ヒアリングシートを用いた聞き取り調査 

調査日 

令和６年 11 月 20 日  産交バス株式会社 

令和６年 12 月５日 西原タクシー 

令和６年 12 月 24 日 高校生保護者 

ヒアリング内容 

〇公共交通の利用動向・基本的な情報  

〇村内の公共交通空白地 

〇村外への公共交通  

〇高校生の通学利用の公共交通 

〇広域的な交通拠点に接続する公共交通 

〇公共交通の人材確保  

〇経営状況  

〇新たな公共交通 

産交バス株式会社 

西原タクシー 

〇公共交通の利用動向・基本的な情報 

〇高校生の通学利用の公共交通 
高校生保護者 

   

３．事業者等へのヒアリング結果 
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■ 産交バス株式会社へのヒアリング結果 

 

利用者について 

・朝夕は高校生の通勤や通学の利用が多く、日中は高齢者の通院になる方や大津町への買い物によ

る移動が多くみられている状況 

・路線バスの４系統における利用状況（2023 年 10 月～2024 年９月まで）は、以下のとおり 

➢森経由山西線   月平均約 345 人 日平均約 11 人   

➢岩坂経由山西線 月平均約 335 人 日平均約 11 人 

➢森経由土林線   月平均約 30 人  日平均約１人  （※熊本地震の影響によりできた系統）  

➢岩坂経由土林線 月平均約 333 人 日平均約 11 人 

事業を営む上で困っていることや課題について 

・経年劣化による車両の保全、安全性確保に向けた新車の導入や既存車両の修繕 

・職員採用強化の取組により、採用数は増加しているものの退職者数と相殺されており、必要数に

達していないという状況 

・他営業所からの応援・協力により事業運営を維持できているが、今後様々な媒体への露出を増や

し、一層の採用強化に努める必要がある 

公共交通空白地について 

・公共交通空白地の存在は認識しているが、路線バスで解消することは乗車率や運転士不足等の問

題もあり非常に難しい 

・そのため、地域に沿った移動手段などの導入により解消していくことが望ましい 

高校生の通学利用について 

・大津高校生は、登校は土林発の７時 18 分の便で乗車し、下校は大津産交前の 18 時 30 分の便で

降車する傾向 

・通学に関して利用者からの要望は特段無いことから需要は満たせていると考えている 

バス停について 

・上屋や椅子の設置はできていない状況であり、現在設置されている上屋や椅子は広告媒体業者が

設置している 

資格取得支援について 

・入社時は免許取得費用や入社支度金を補助している 

・村で補助制度等があれば募集は入る可能性があるが、弊社は営業所が多いため、どの営業所に配

属されるかはわからない 

新たな公共交通について 

・路線バスで西原村全域はカバーできないため、路線バスと新たな公共交通のすみ分け・役割分担

を行い、連携して公共交通サービスを向上することが必要 

乗り方教室の開催や運転士確保について 

・他地域で実施している小学生や高齢者に向けた乗り方教室などを積極的に進めていきたい 

・運転士確保に向けて、広報誌による求人等に協力いただきたい 
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■ 西原タクシーへのヒアリング結果 

 

利用者について 

・利用者の年齢層は 65 歳～80 代前後、時間帯は９時～16 時が多い 

・利用者数は月 1,100 人前後であり、そのうち８～９割が福祉タクシー券の利用者 

・１日の利用者は、平日 30～35 人前後であり、土日は家族の送迎が多い 

・乗降場所は、村内の病院や歯医者、大津町の病院が多く、時々、村内のスーパーや益城町、若い方

は熊本空港（阿蘇くまもと空港）に行く 

大津町には整形外科などの病院が多く、ショッピングセンター（イオン）も立地 

・村内利用が６割程度、隣町（大津町等）の利用が３～４割 

運行体制について 

・運転手５名・配車係２名・車両５台であり、１台は熊本空港（阿蘇くまもと空港）に常駐し、他のエリア

で不足する場合は呼び出している 

・運行は、駅や商店街がないため常駐することはなく、電話による配車のみの体制 

・電話は７時から受け付けを開始し、運行開始は７時半ごろ 

早朝の配車の予約に関して早朝６時の対応有無は行先や時間などによる 

・以前は 24 時まで稼働していたが、熊本地震と新型コロナウイルス感染症の影響により、現在は

22 時までの運行 

 要望があれば夜も運行するが大体 22 時前で営業終了 

・配車アプリは未導入であり、利用者が高齢のためアプリを使用できないと思われる 

決済はペイペイ等も対応 

・深夜と早朝の稼働していない時間帯は空白の時間帯になる 

利用者からの要望について 

・車体が古いと言われるが、運行については特にない 

・夜 22 時以降の夜間にも運行してほしいとの要望がある 

ドライバーの増員について 

・人員を増やしたいが運転手の売上に応じて歩合制で給料が支払われ、増員しすぎると各人の給料

が下がって新規雇用が難しくなる懸念があるため、現在の３台程度による運行が丁度良い 

・人員が増えれば深夜帯もローテーションでカバーできるが、夜の利用ニーズは分からない 

・人材確保の取組として、二種免許取得について免許センターの受験費用を補助している 

・今後、女性ドライバーの雇用も検討している 

・早朝と深夜帯の運行時間を延長し、タクシーを稼働できるようにしたい 

・平日の 18 時以降は配車に関する電話が少ないため、週末だけでも営業時間を延長できたら良い
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第 ３ 章 住民アンケート調査及び事業者等へのヒアリング結果 

 

福祉タクシー（福祉タクシー料金助成事業）について 

・福祉タクシー券の配布によりタクシー利用を促しており、券を使い切ると利用されなくなる 

 ４月に福祉タクシー券が配布されるため、１～２月は利用者が減る 

・山間部の方が村役場周辺までタクシーで行くと 3,000 円ほどかかるため、利用可能枚数を増やし

て欲しい人も多いのではないか 

・子育て世帯など、福祉タクシー券利用者の範囲を拡充して欲しいという要望を聞いている 

・福祉タクシー券を配布しても利用しない人がおり、数年前は配布数の３割程度の利用であった 

新たな公共交通について 

・ライドシェアが始まるとライドシェアの方が運賃は安価になると考えられるため、弊社の売上が落

ちることが心配 

・西原タクシーが主となりライドシェアを実施することも可能であるが、新たな人員や車両の確保が

必要 

・昼間はタクシーで対応できているため、早朝や深夜帯の稼働をライドシェアでカバーするなどのす

み分けが課題 

 

■ 高校生保護者へのヒアリング結果 

 

通学時のバスの利活用について 

・６、７年前から高校生によるバスの利活用が少なく、高校の就業時間とバスの時間が合わない実態

を改善するため、高校生がいる家庭にアンケート調査を実施し、その結果を西原村役場に伝え、産

交バスさんと話したが、バスの時間を変更することは難しいということであった 

通学時の自家用車による送迎について 

・例えば、第二高校に通学する場合、木山産交まで車で送迎し、バスで通学することが多いが、現在

はそのバスが無い上、運賃が高いことから負担が大きい 

往復の運賃が 1,000 円となると、車で送迎する選択肢になる 

・こどもが２人とも定期券通学となると料金が高く難しいため、行政から補助があるなら良いと思う

・学校の行先も異なるため、行政から補助を行う場合は柔軟にした方が使用しやすいと思う 

 回数券や交通系ＩＣカードへのチャージもあるが、用途が変わるため定期券補助が良いと思う 

通学時の新たな移動手段に確保について 

・早朝の電車に間に合う時間や利用者の多い時間において、公共交通の本数を増やすと良いのでは

ないか 

・学校の行先も異なるため、通学の時間などある程度時間を決めたライドシェアも良いと思う 

・大津駅へのアクセスと木山産交へのアクセスが良くなれば、負担が減りかなり楽になる 

・公共交通の定期券の補助と現在ある公共交通の輸送資源の総動員については、幅広く需要がある

と思うので良いと思う  


